
令令和和５５年年乳乳幼幼児児身身体体発発育育調調査査にに  

ごご協協力力ををおお願願いいししまますす  
 

 乳幼児身体発育調査は、昭和３５年から１０年周期で実施されている調査

です。全国の 3,000 地区の約 11,000 人の小学校就学前のお子さんを対

象に調査のお願いをしております。 

 

調査の目的 

 この調査は、全国的に乳幼児の身体発育の状態を調査し、我が国の乳幼児

の身体発育値を定めて、乳幼児保健指導の改善に役立てることを目的とし

ています。 

 

調査の内容 

 調査会場にお越しいただき、身体測定を行い、栄養、妊娠、出産等に関す

るご質問にご協力をお願いしています。 

 

調査の結果の活用 

 親子健康手帳（母子健康手帳）の身体発育曲線を作成するために活用され 

ます。 

 日常の乳幼児の保健指導等に幅広く活用されています。 

 各月齢・各年齢における身体発育の状態について過去からの推移を調べ、

母子保健施策を進める上での資料として活用されます。 

 

調査票に書かれた事柄は厳しく秘密が守られ、 

その他の目的に用いることは決してありません。 

 

 

調査の重要性をご理解いただき、 

ご協力いただきますようお願いいたします 

 

 

● ● 



    
 
 母子健康手帳の身体発育曲線を作成するために活用されます。 

      
   

 
 

【授乳期の栄養方法の推移】 
 平成 22 年においては、平成 12 年に比べ人工栄養の割合が減少しており、また、母

乳栄養については、月齢が進んでもその割合が高くなっている。 

 

平成 22 年乳幼児身体発育調査の結果は、厚生労働省ホームページでご覧になれます。 

https://www.mhlw.go.jp/toukei/list/73-22.html 

身体発育曲線の作成 

調調査査結結果果のの活活用用のの例例 

過去の調査結果 
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